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以上の方々からご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。（R４.9.13 ～ R４.12.12）

㈱なぶーる　様・・・・・・・・・・ 15,972円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 20,000円
匿名者　様・・・・・・・・・・・ 米   120kg
農事組合法人堀の内　様・・・・・ 玄米  34kg
匿名者　様・・・・・・・・・・・・  3,600円
池田工業高等学校生徒会　様・・・・ 17,048円

匿名者　様・・・・・・・・・・・・  6,900円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 50,000円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 米  30 kg
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ ３,000円
匿名者　様・・・・・ イケスマ商品券  5,000円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 20,000円

　フードドライブとは家庭で余っている食品を持ち
寄ってそれを必要としている方に寄付する活動です。

心配ごと相談所ご案内

御寄付お礼

大北地区の社協で開設している相談所は、池田町在住であればどこでもご利用いただけます。
詳細は、直接開設の社協にお問合せ下さい。(秘密厳守・相談無料です。)

開設社協・開設場所               開設日                  時間                         内容                        相談員

池田町社協  (℡62-9544)
池田町総合福祉センター

“やすらぎの郷”

1月10日（火）   13:30 ～ 15:30

なんでも相談            心配ごと相談員
1月24日（火）   13:30 ～ 15:30
2月21日（火）   13:30 ～ 15:30
3月14日（火）   13:30 ～ 15:30
3月28日（火）   13:30 ～ 15:30

松川村社協  (℡62-9000)
松川村福祉プラザゆうあい館

1月11日（水）   13:00 ～ 15:00 生活相談・人権擁護
民生児童委員
人権擁護委員

2月1日（水）     13:00 ～ 15:00 生活相談・子育て 民生児童委員

3月1日（水）     13:00 ～ 15:00 生活相談・人権擁護
民生児童委員
人権擁護委員

※大町市社協（℡22-1501）、白馬村社協(℡72-7230)、小谷村社協(℡82-2430)でも開設しています。直接お問合せください。

フードドライブにご協力ください ファミマフードドライブ

寄付していただきたい食品
レトルト食品・缶詰・インスタント食品・
お米・乾麺

これらのものは受け付けられません
  ●古米（令和２年以前）
  ●賞味期限が１力月ないもの
  ●開封したもの
  ●日本語表記されていないもの
  ●生鮮食品

　詳細については池田町社協（62-9544）にお問
合せ下さい。

注意

　ファミリーマート北安曇池田店
さんにもご協力いただきフードド
ライブを行っています。このBOX
に寄付していただける食品を
お入れ下さい。
　お米等の大きな食品や詳細に
ついては店舗ではなく、池田町
社協にお問合せ下さい。

こんな風に活用させていただいています
　池田町社協では子育て世帯､高齢者・障害者世帯・
困窮世帯にフードドライブで集まった食品等をお
渡ししています。
　利用を希望する方は池田町社協（62-9544）に
お問合せ下さい。

　令和４年11月９日、16日高瀬中学校２年生52名が“高齢者疑似体験・車いす体験”を行いました。高齢者
疑似体験は、ペアで一人がサポート役になり、装具を付けた生徒をサポートしながら校舎内を歩きました。また、
車いす体験では車いすの仕組みや、どのような操作をすると動きやすいか、乗っている方が不安にならないよ
うにするにはどうしたらよいか、工夫したりこまめに声を掛けたりしながら取り組む姿がありました。体験
を通して、「いつも普通にやっている動作の一つ一つが大変だった、高齢者や不自由な方の気持ちが分かった」

「サポートしてくれる人が、横に寄り添っていてくれることで安心した」等の感想がありました。

　令和４年11月30日高瀬中学校２学年人権講演会
がありました。長野県社協所属の川崎昭二さんに
よるギター演奏と、歌手のRIKIZOさんのコンサー
トを開催しました。川崎さんは、3歳時の高熱によ
る後遺症で手足に麻痺があり、電動車いすを使用
されています。独学でギター演奏を学び、東京
2020パラリンピック競技大会開会式で、ギタリス
トの布袋寅泰さんと共演されました。講演では「障
がいがあってできないこともあるけど、自分にし
かできないこともある。障がいに捉われず、一人
ひとりが役割をもって暮らせる社会をみんなで目
指していこう」とメッセージを頂きました。

高齢者疑似体験
　車いす体験
高齢者疑似体験
　車いす体験

高瀬中学校２学年高瀬中学校２学年

人権講演会人権講演会
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
な
る
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
七
波
が
八
月
中
旬
に
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
行
動
制
約
の
一
部
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
一
月
頃
よ
り
再
び
新
規
陽
性
者
が
増
加
し

始
め
、
依
然
と
し
て
収
束
に
至
ら
な
い
現
状
で
、
感
染
拡
大
防
止
の
手
を
緩
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
社
協
事
業
に
お
い
て
も
事
業
推
進
の
中
で
様
々
な
面
で
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
戦
争
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
品
等
の
諸
物
価
が
高
騰
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

を
圧
迫
す
る
な
ど
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の

悲
惨
な
様
子
を
見
ま
す
と
、
一
日
も
早
く
戦
争
が
終
息
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
に
お
い
て
新
た
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
と
す
る
「
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
実
施
場
所
は
、
林
中
地
区

に
あ
り
ま
す
「
い
け
だ
南
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
の
家
」
の
施
設
を
改
修
し
て
行
う
予
定
で
す
。

　
現
在
社
協
で
は
人
と
人
、
人
と
社
会
の
つ
な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を
持
ち
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
包
摂
的
な
地
域
社
会
を
作
る
と
い
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の
考
え
方
に
立
ち
、
地
域
福
祉
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
本
年
も
町
民
の
皆
様
が
、
安
心
し
て
明
る
く
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
　
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　 

中 

嶋
　 
一 
光

「おひさまの家」を利用している
方々が作成した作品です。
色紙を丸めた玉を、一つ一つ貼っ
て作りました。

　令和４年12月３日（土）、第35回池田町社会福祉大会を池田町交流センター“かえで”にて開催し、多年
にわたり地域福祉の推進に功労された方や団体への表彰式典を行いました。後半は「『つながる幸せ』を育む
池田町に」をテーマに誰もが暮らしやすい地域共生社会に向けて、ビデオ上映後、会場参加の方と、「自分に
できること、取り組めることは何だろう｣をテーマに意見交換し合いました。また、町内福祉団体による製品
の販売とフードドライブを実施し、お米220キロ、食品33キロが集まりました。集まった食品は､子育て世帯、
高齢者・障がい者世帯、困窮世帯等の内、希望する方への配布や、孤立しがちな方へ手作りのお弁当をお届
けする「てるてる便」等に活用させていただきます。

■民生児童委員功労者（7名）
　松澤 裕子　　　藤本 正二
　片瀬 章寛　　　安部 誠 
　髙山 さち子　　遠藤 敏
　内堀 和男
■地域福祉協力団体（1団体）
　大北法人会池田支部

■社会福祉事業団体功労者
　立野 泰　　　　　 （1名)
■地域福祉活動功労団体
　　　　　　　  （3団体名)
　いきいきサロン中島
　花見ふれあい会
　布切りサロン

　令和４年10月20日、池田町公民館との共催で「いきいき元気！みの
り塾」を開催しました。「地域共生社会ってなんだろう～くわの木メンバー
との交流から～」と題し､地域活動支援センターくわの木のメンバーさん
と「油っこちゃん作り体験」と「ボッチャ大会」を行いました。

くわの木の皆さんとお話し
ながら油っこちゃん作りが
出来て楽しかったです。

油っこちゃんがこんな風に
作られていると初めて知り
ました。今度、くわの木に
も行ってみたいです。

敬称略

販
売
会
、
大
盛
況

で
し
た

ビ
デ
オ
作
品
の
主
役

も
登
壇
し
ま
し
た

令和４年度  社会福祉法人池田町
社会福祉協議会  会長表彰被表彰者

第35回池田町社会福祉大会を開催しました
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3,100,500円

　ご協力いただきました住民の皆様、自治会役員の皆様、法人の皆様に厚くお礼申し上げます。
ご協力頂いた会費は地域福祉事業に使用させていただきます。

令和4年１2月 12日現在

会費納入合計
( 内訳 )  普通会費　2,747,500 円
　　　  賛助会費　　108,000 円
　　　  法人会費　　245,000 円

普通会費明細表

賛助会費明細表

法人会費明細表

　子ども達がふるさとの再発見や様々な交流、体験を
通して、支え合い・助け合いの大切さを学ぶ講座の開
催費用等に役立てています。

ふるさとチャレンジ塾の運営
　地域の方が協力会員となり、子どもの一時
預かりや親子の交流会、研修費、運営費に活
用し、地域の子育て支援に役立てています。

ファミリーサポートセンター

( 順不同・敬称略）

( 順不同・敬称略）

令和４年度  池田町社会福祉協議会会費納入報告令和４年度  池田町社会福祉協議会会費納入報告

社協会費が活用されている事業の紹介

ユニバーサルスポー
ツという言葉を初め
て知った。誰でも一
緒にできるスポーツ
のことをもっと知り
たいと思った。

竹を使って色々な
ものが作れて楽し
かった！
今度は広津に行っ
てみたい。

広津で竹細工

ユニバーサルスポーツ

一時預かりの様子

協力会員講習会の様子

お子さんからいつ
も元気をもらって
います。これから
も成長を見守って
いきたいです。
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以上の方々からご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。（R４.9.13 ～ R４.12.12）

㈱なぶーる　様・・・・・・・・・・ 15,972円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 20,000円
匿名者　様・・・・・・・・・・・ 米   120kg
農事組合法人堀の内　様・・・・・ 玄米  34kg
匿名者　様・・・・・・・・・・・・  3,600円
池田工業高等学校生徒会　様・・・・ 17,048円

匿名者　様・・・・・・・・・・・・  6,900円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 50,000円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 米  30 kg
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ ３,000円
匿名者　様・・・・・ イケスマ商品券  5,000円
匿名者　様・・・・・・・・・・・・ 20,000円

　フードドライブとは家庭で余っている食品を持ち
寄ってそれを必要としている方に寄付する活動です。

心配ごと相談所ご案内

御寄付お礼

大北地区の社協で開設している相談所は、池田町在住であればどこでもご利用いただけます。
詳細は、直接開設の社協にお問合せ下さい。(秘密厳守・相談無料です。)

開設社協・開設場所               開設日                  時間                         内容                        相談員

池田町社協  (℡62-9544)
池田町総合福祉センター

“やすらぎの郷”

1月10日（火）   13:30 ～ 15:30

なんでも相談            心配ごと相談員
1月24日（火）   13:30 ～ 15:30
2月21日（火）   13:30 ～ 15:30
3月14日（火）   13:30 ～ 15:30
3月28日（火）   13:30 ～ 15:30

松川村社協  (℡62-9000)
松川村福祉プラザゆうあい館

1月11日（水）   13:00 ～ 15:00 生活相談・人権擁護
民生児童委員
人権擁護委員

2月1日（水）     13:00 ～ 15:00 生活相談・子育て 民生児童委員

3月1日（水）     13:00 ～ 15:00 生活相談・人権擁護
民生児童委員
人権擁護委員

※大町市社協（℡22-1501）、白馬村社協(℡72-7230)、小谷村社協(℡82-2430)でも開設しています。直接お問合せください。

フードドライブにご協力ください ファミマフードドライブ

寄付していただきたい食品
レトルト食品・缶詰・インスタント食品・
お米・乾麺

これらのものは受け付けられません
  ●古米（令和２年以前）
  ●賞味期限が１力月ないもの
  ●開封したもの
  ●日本語表記されていないもの
  ●生鮮食品

　詳細については池田町社協（62-9544）にお問
合せ下さい。

注意

　ファミリーマート北安曇池田店
さんにもご協力いただきフードド
ライブを行っています。このBOX
に寄付していただける食品を
お入れ下さい。
　お米等の大きな食品や詳細に
ついては店舗ではなく、池田町
社協にお問合せ下さい。

こんな風に活用させていただいています
　池田町社協では子育て世帯､高齢者・障害者世帯・
困窮世帯にフードドライブで集まった食品等をお
渡ししています。
　利用を希望する方は池田町社協（62-9544）に
お問合せ下さい。

　令和４年11月９日、16日高瀬中学校２年生52名が“高齢者疑似体験・車いす体験”を行いました。高齢者
疑似体験は、ペアで一人がサポート役になり、装具を付けた生徒をサポートしながら校舎内を歩きました。また、
車いす体験では車いすの仕組みや、どのような操作をすると動きやすいか、乗っている方が不安にならないよ
うにするにはどうしたらよいか、工夫したりこまめに声を掛けたりしながら取り組む姿がありました。体験
を通して、「いつも普通にやっている動作の一つ一つが大変だった、高齢者や不自由な方の気持ちが分かった」

「サポートしてくれる人が、横に寄り添っていてくれることで安心した」等の感想がありました。

　令和４年11月30日高瀬中学校２学年人権講演会
がありました。長野県社協所属の川崎昭二さんに
よるギター演奏と、歌手のRIKIZOさんのコンサー
トを開催しました。川崎さんは、3歳時の高熱によ
る後遺症で手足に麻痺があり、電動車いすを使用
されています。独学でギター演奏を学び、東京
2020パラリンピック競技大会開会式で、ギタリス
トの布袋寅泰さんと共演されました。講演では「障
がいがあってできないこともあるけど、自分にし
かできないこともある。障がいに捉われず、一人
ひとりが役割をもって暮らせる社会をみんなで目
指していこう」とメッセージを頂きました。

高齢者疑似体験
　車いす体験
高齢者疑似体験
　車いす体験

高瀬中学校２学年高瀬中学校２学年

人権講演会人権講演会


